
 
 สารบัญ หนา

Japanese Language Department The Japan Foundation, Bangkok 10th Floor, SermmitTower, Sukhumvit 21 Road, Bangkok 10110 Thailand TEL : 0-2261-7500-4 FAX : 0-2261-7505

ฝายภาษาญี่ปุน เจแปนฟาวนเดชั่น กรุงเทพฯ 国際交流基金バンコク日本文化センター日本語部 http://www.jfbkk.or.th เจแปนฟาวนเดชั่น 国際交流基金 http://www.jpf.go.jp/

国際交流基金バンコク日本文化センター日本語部ニュース

2009 年 10月第 49 号ฉบับที่ 49 ตุลาคม 2552

目　　次 ページ

巻頭記事：

「新しい日本語能力試験について」 2

ＪＦ・ＪＦＢＫＫ事業報告： 

　◎第 37回日本語教育研修会　実施報告 9

　◎ JFBKK改装記念イベント　実施報告 10

　◎第 1回日本語教育セミナー　実施報告 11

　◎地方研修　実施報告 12

　◎第 36回日本語弁論大会 13

　◎日本語学習者訪日研修（高校生）参加報告 14

 
JF 専門家寄稿

　「<中等機関>選択科目の日本語をどう教えるか」 15

情報ファイル 

　◎ 2010 年度公募プログラムのお知らせ 18

各地の活動紹介 

　◎第 2回日本語ガイドセミナー 19

　◎北部タイ日本語教師会第 1回例会 20

 

スタッフ紹介 20

 

あきこの広場 22

 

教材紹介 23

บทความพิเศษ

: การสอบวัดระดับภาษาญี่ปุนแบบใหม   2

รายงานกิจกรรมของเจแปนฟาวนเดชั่นและเจแปนฟาวนเดชั่น กรุงเทพฯ

 • คอรสอบรมภาษาญี่ปุนครั้งที่ 37  9
 • กิจกรรมที่ระลึกในการเปดใหบริการหองสมุดภายหลังปดปรับปรุง 10
 • สัมมนาการเรียนการสอนภาษาญี่ปุนครั้งที่ 1 ประจําป 2552 11
 • อบรมภาษาญี่ปุนสัญจร - ภาคเหนือ ตะวันออกเฉียงเหนือและใต 12
 • การประกวดสุนทรพจนครั้งที่ 36 13
 • ทัศนศึกษา ณ ประเทศญี่ปุนโดยทุน The Japan Foundation 14

บทความผูเชี่ยวชาญ  

 : จะสอนวิชาเลือกภาษาญี่ปุนในโรงเรียนมัธยมศึกษาอยางไร 15

แฟมขาวสาร

 • ประกาศรับสมัครทุนเจแปนฟาวนเดชั่นประจําป 2553  18

แนะนํากิจกรรมภาษาญี่ปุน

 • โครงการ “การอบรมการเรียนภาษาญี่ปุนเพื่อมัคคุเทศก ครั้งที่ 2”  19
 • สัมมนาชมรมครูภาษาญี่ปุนภาคเหนือครั้งที่ 1 ประจําป 2552 20

เกาไป ใหมมา 20

ลานสัมพันธอะกิโกะ 22

แนะนําสื่อการสอน  23



2

บทความพิเศษ

การสอบวัดระดับภาษาญี่ปุนแบบใหม

Masahiro UEKI

นักวิจัย Center for Japanese-Language Testing เจแปนฟาวนเดช่ัน

《はじめに》

日
に

本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

試
し

験
けん

は、日
に

本
ほん

語
ご

を教
おし

える方
かた

にとっても、

日
に

本
ほん

語
ご

を学
まな

ぶ方
かた

にとっても、非
ひ

常
じょう

に関
かん

心
しん

の高
たか

いものだ

と思
おも

います。その日
に

本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

試
し

験
けん

が来
らい

年
ねん

から新
あたら

しい試
し

験
けん

に変
か

わります。日
に

本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

試
し

験
けん

ホームページ (http://

www.jlpt.jp/) では、『新
あたら

しい「日
に

本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

試
し

験
けん

」ガイド

ブック』と『新
あたら

しい「日
に

本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

試
し

験
けん

」問
もんだいれ い

題例集
しゅう

』が

すでに公
こう

開
かい

されています。詳
くわ

しくはガイドブックや問
もん

題
だい

例
れい

集
しゅう

をご覧
らん

いただきたいと思
おも

いますが、ここでは新
あたら

しい試
し

験
けん

で何
なに

が変
か

わるのかということを簡
かん

単
たん

に紹
しょう

介
かい

し

たいと思
おも

います。

新
あたら

しい日
に

本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

試
し

験
けん

( 以
い

下
か

、新
しん

試
し

験
けん

) の改
かい

定
てい

のポイ

ントは四
よっ

つあります。

(1) 課
か

題
だい

遂
すい

行
こう

のための言
げん

語
ご

コミュニケーション能
のう

力
りょく

を

測
はか

ります

(2) レベルを４段
だん

階
かい

から５段
だん

階
かい

に増
ふ

やします

(3) 「得
とく

点
てん

等
とう

化
か

」を行
おこな

います

(4) 『日
に

本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

試
し

験
けん

Can-do リスト』( 仮
か

称
しょう

) を公
こう

開
かい

します

以
い

下
か

では、それぞれのポイントについて詳
くわ

しく紹
しょう

介
かい

していきます。

《改
かい

定
てい

のポイント》

(1) 課
か
題
だい
遂
すい
行
こう
のための言

げん
語
ご
コミュニケーション能

のう
力
りょく
を測
はか

ります
現
げん

行
こう

試
し

験
けん

には、文
も

字
じ

・語
ご

彙
い

や文
ぶん

法
ぽう

のように言
げん

語
ご

知
ち

識
しき

を測
はか

る部
ぶ

分
ぶん

と、読
どっ

解
かい

や聴
ちょう

解
かい

のように運
うん

用
よう

能
のう

力
りょく

を測
はか

る部
ぶ

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

基
き

金
きん

日
に

本
ほん

語
ご

試
し

験
けん

センター

研
けん

究
きゅう

員
いん

植
うえ

木
き

正
まさ

裕
ひろ

新
あたら

しい日
に

本
ほ ん

語
ご

能
の う

力
りょく

試
し

験
け ん

について

ที่มา

ขอสอบวดัระดับภาษาญีปุ่นเปนส่ิงท่ีอยูในความสนใจของครูผูสอน

และผูเรยีนภาษาญีปุ่นเปนอยางมาก และต้ังแตปหนาเปนตนไป ขอสอบ

วัดระดับภาษาญี่ปุนจะมีการเปลี่ยนแปลงเปนรูปแบบใหม ซึ่งไดมีการ

เผยแพร “คูมือการสอบวัดระดับภาษาญี่ปุนแบบใหม” และ “ตัวอยาง

ขอสอบวดัระดับภาษาญีปุ่นแบบใหม” บนเวบ็ไซตของการสอบวัดระดบั 

ภาษาญี่ปุน (http://www.jlpt.jp/) ไวเรียบรอยแลว สําหรับรายละเอียด

ตางๆ ทานสามารถหาอานไดในคูมือและตัวอยางขอสอบ ในบทความ

นี้จะขอกลาวถึงสวนที่มีการเปลี่ยนแปลงในขอสอบแบบใหม

สวนที่มีการปรับเปลี่ยนในขอสอบวัดระดับภาษาญี่ปุนแบบใหม 

(ตอไปจะขอเรียกวา “ขอสอบแบบใหม”) มีอยูทั้งหมด 4 เรื่องดังนี้

1. มีการวัดความสามารถในการส่ือสารเพื่อใหภารกิจสําเร็จ 

 ลุลวง

2. มีการเพิ่มระดับจากเดิมที่มีอยู 4 ระดับมาเปน 5 ระดับ

3. มีการปรับเทียบคะแนนการสอบ

4. มกีารเผยแพร “Can-do List ของขอสอบวัดระดบัภาษาญีปุ่น” 

 (ชื่ออยางไมเปนทางการ)

ตอจากนี้จะขออธิบายรายละเอียดของการปรับเปล่ียนในแตละ

เรื่อง

จุดที่ปรับเปลี่ยน

(1) การวัดความสามารถในสื่อสารเพื่อใหภารกิจสําเร็จลุลวง

ขอสอบเดิมที่ใชอยูในปจจุบัน จะมีขอสอบที่เปนการวัดความรู 

ตัวภาษาอยาง           (ตัวอักษร・คําศัพท)        (ไวยากรณ)    文
も

字
じ

・語
ご

彙
い

文
ぶん

法
ぽう
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分
ぶん

があります。新
しん

試
し

験
けん

でも、言
げん

語
ご

知
ち

識
しき

と運
うん

用
よう

能
のう

力
りょく

の両
りょう

方
ほう

を測
はか

りますが、言
げん

語
ご

知
ち

識
しき

を利
り

用
よう

してコミュニケーシ

ョン上
じょう

の課
か

題
だい

を遂
すい

行
こう

する能
のう

力
りょく

という運
うん

用
よう

能
のう

力
りょく

をより重
じゅう

視
し

します。

ここでいう「課
か

題
だい

」とは、たとえば、「天
てん

気
き

予
よ

報
ほう

を

聞
き

いて、東
とう

京
きょう

の明
あ し た

日の天
てん

気
き

を知
し

る」のように、何
なん

らか

の目
もく

標
ひょう

や目
もく

的
てき

を達
たっ

成
せい

するために、積
せっ

極
きょく

的
てき

に取
と

り組
く

むも

のを言
い

います。課
か

題
だい

には、手
て

紙
がみ

やメールなどへの返
へん

事
じ

、

ビジネスでの交
こう

渉
しょう

のように言
げん

語
ご

を使
つか

う課
か

題
だい

もあれば、

電
でん

車
しゃ

での移
い

動
どう

、機
き

械
かい

の修
しゅう

理
り

のように言
げん

語
ご

を使
つか

わない課
か

題
だい

もありますが、新
しん

試
し

験
けん

では言
げん

語
ご

を使
つか

って遂
すい

行
こう

する課
か

題
だい

を扱
あつか

います。また、課
か

題
だい

としては、「学
がく

習
しゅう

」「就
しゅう

業
ぎょう

」

「生
せい

活
かつ

」という三
みっ

つの状
じょう

況
きょう

の中
なか

で、取
と

り組
く

む必
ひつ

要
よう

が高
たか

そ

うな課
か

題
だい

を扱
あつか

います。

では、課
か

題
だい

遂
すい

行
こう

のために必
ひつ

要
よう

な言
げん

語
ご

知
ち

識
しき

や運
うん

用
よう

能
のうりょく

力

について、「東
とう

京
きょう

の明
あ し た

日の天
てん

気
き

を知
し

る」の例
れい

に戻
もど

って具
ぐ

体
たい

的
てき

に考
かんが

えてみます。まず、「晴
は

れ」「くもり」「雨
あめ

」な

どの天
てん

気
き

を表
あら

わす語
ご

や、「午
ご

前
ぜん

は晴
は

れますが、午
ご

後
ご

は

雨
あめ

が降
ふ

るかもしれません」のような文
ぶん

の構
こう

造
ぞう

に関
かん

する

知
ち

識
しき

が必
ひつ

要
よう

です。また、天
てん

気
き

予
よ

報
ほう

では、今
き ょ う

日の天
てん

気
き

、

明
あ し た

日の天
てん

気
き

、気
き

温
おん

、降
こう

水
すい

確
かく

率
りつ

の順
じゅん

で説
せつめい

明がされるとい

うような、話
はなし

の流
なが

れに関
かん

する知
ち

識
しき

も必
ひつ

要
よう

です。さらに、

予
よ

報
ほう

で取
と

り上
あ

げられるたくさんの情
じょう

報
ほう

の中
なか

から、「東
とう

京
きょう

」の「明
あ し た

日」の天
てん

気
き

の情
じょう

報
ほう

だけを聞
き

き取
と

ることも必
ひつ

要
よう

です。

また、現
げん

実
じつ

の課
か

題
だい

の中
なか

には、読
よ

んだり聞
き

いたりする

だけでなく、「メールや電
でん

話
わ

で待
ま

ち合
あ

わせの相
そう

談
だん

をする」

のように、書
か

いたり話
はな

したりしないと達
たっ

成
せい

できない課
か

題
だい

もあります。そのような課
か

題
だい

では、どのような内
ない

容
よう

を伝
つた

えないといけないか、どのような表
ひょう

現
げん

で伝
つた

えれば

いいか、などの言
げん

語
ご

知
ち

識
しき

と運
うん

用
よう

能
のう

力
りょく

が必
ひつ

要
よう

になります。

新
しん

試
し

験
けん

でもこのような課
か

題
だい

を扱
あつか

うことはありますが、

解
かい

答
とう

方
ほうほう

法については現
げん

行
こう

試
し

験
けん

と同
どう

様
よう

、選
せん

択
たく

枝
し

によるマ

ークシート方
ほう

式
しき

で行
おこな

います。また、書
か

いたり話
はな

したり

する能
のう

力
りょく

を直
ちょく

接
せつ

測
はか

る試
し

験
けん

科
か

目
もく

はありません。

(2) レベルを４段
だん
階
かい
から５段

だん
階
かい
に増
ふ
やします

これまで、３級
きゅう

に合
ごう

格
かく

した人
ひと

から「なかなか２級
きゅう

に

合
ごう

格
かく

できない」という声
こえ

が多
おお

く聞
き

かれていました。こ

のような状
じょう

況
きょう

に対
たい

応
おう

するため、現
げん

行
こう

試
し

験
けん

の４段
だん

階
かい

( １

級
きゅう

、２級
きゅう

、３級
きゅう

、４級
きゅう

) に対
たい

して、２級
きゅう

と３級
きゅう

の間
あいだ

に新
あたら

しく１段
だん

階
かい

増
ふ

やして５段
だん

階
かい

にします。新
しん

試
し

験
けん

の５段
だんかい

階

は、Ｎ１、Ｎ２、Ｎ３、Ｎ４、Ｎ５と呼
よ

びます。レベ

และขอสอบที่วัดความสามารถในการใชภาษาอยาง         (การอาน)

  (การฟง) ในขอสอบแบบใหมก็มีการวัดทั้งความรูตัวภาษาและ

ความสามารถในการใชภาษาทั้งสองอยางเชนเดียวกัน แตจะใหความ

สําคัญกับความสามารถในการนําความรูตัวภาษาไปสื่อสารใหไดตาม

ภารกิจที่ตองการมากขึ้น

“ภารกิจ” ในที่นี้หมายถึง การพยายามที่จะรับสงสารเพื่อใหจุดมุง

หมายหรือวัตถุประสงคบางอยางสําเร็จลุลวง เชน “การฟงพยากรณ

อากาศเพื่อที่จะทราบสภาพอากาศของโตเกียวในวันพรุงนี้” ในภารกิจ

นั้น จะมีภารกิจที่จะจําเปนตองใชภาษา เชน การตอบจดหมายหรือ

อีเมลเพื่อตอรองในทางธุรกิจ และภารกิจที่ไมจําเปนตองใชภาษา เชน

การเดินทางโดยรถไฟฟา การซอมเครื่องมืออุปกรณตางๆ แตใน

ขอสอบแบบใหมจะใชตวัภารกจิที่ใชภาษา โดยจะเปนภารกจิทีเ่กีย่วของ 

กับสถานการณ “การเรียน” “การทํางาน” “การดํารงชีวิต” ที่มีความ

จําเปนในการใชภาษาอยางมากในสถานการณทั้ง 3 แบบ

ขอยอนกลับไปตัวอยาง “การฟงพยากรณอากาศเพ่ือท่ีจะทราบ

สภาพอากาศของโตเกียวในวันพรุงนี้” เพื่ออธิบายเกี่ยวกับการนํา

ความรูตัวภาษาที่จําเปนไปใชเพ่ือใหภารกิจท่ีตองการสําเร็จลุลวง 

อันดับแรก ตองมีความรูเรื่องศัพทเกี่ยวกับสภาพอากาศ เชน 

      และจะตองมีความรูเกีย่วกบัโครงสรางประโยค เชน

           นอกจากนีย้งัจาํเปนตองมี

ความรูเกี่ยวกับลําดับในการนําเสนอการพยาการณอากาศวาจะมีการ

อธิบายตามลําดับดังนี้ “สภาพอากาศของวันนี้” “สภาพอากาศของวัน

พรุงนี้” “อุณหภูมิ” “เปอรเซนตที่ฝนจะตก” และในการพยากรณอากาศ

จะมีขอมูลตางๆ มากมาย ผูสอบจะตองสามารถฟงแยกแยะขอมูลที่

เปนสภาพอากาศของ “วันพรุงนี้” ของ “โตเกียว” ได

นอกจากนี้ในชีวิตประจําวันไมใชมีเพียงการอานและการฟง

เทานั้น ยังมีการเขียนและการพูด เชน “การตกลงนัดหมายกันทาง

อีเมลหรือทางโทรศัพท“ ในการที่จะทําใหภารกิจบรรลุตามที่ตองการ 

จะตองมีความรูทางดานภาษาและความสามารถในการใชภาษาวาจะ

ถายทอดเนื้อหาเชนไร และควรจะใชสํานวนใด ในขอสอบแบบใหมก็

จะมเีรื่องการเขียนและการพูดดวย แตวิธีการตอบจะเปนรูปแบบ mark 

sheet ที่ใหเลือกตัวเลือกเชนเดียวกับขอสอบปจจุบัน จะไมมีขอสอบที่

วัดความสามารถโดยใหเขียนหรือพูดเอง

(2) การเพิ่มระดับจากเดิมที่มีอยู 4 ระดับ มาเปน 5 ระดับ
ที่ผานมามีเสียงจากผูที่สอบผานระดับ 3 เขามาคอนขางหนาหูวา 

“สอบผานระดับ 2 ไดยาก” เพื่อแกไขสถานการณนี้ ไดมีการเพิ่มระดับ

อีก 1 ระดับระหวางระดับ 2 กับระดับ 3 โดยจากปจจุบันที่มี 4 ระดับ 

(ระดับ 1 2 3 และ 4) เปน 5 ระดับ สําหรับระดับ 5 ระดับของขอสอบ

แบบใหมนี้จะเรียกวา N1 N2 N3 N4 N5 ตัว N ในชื่อระดับนั้นหมายถึง 

「晴
は

れ」

「くもり」「雨
あめ

」 「午
ご

前
ぜん

は晴
は

れますが、午
ご

後
ご

は雨
あめ

が降
ふ

るかもしれません」

聴
ちょう

解
かい

「Nihongo ( 日
に

本
ほん

語
ご

)」「New ( 新
あたら

しい )」
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ル名
めい

のＮは、「Nihongo ( 日
に

本
ほん

語
ご

)」「New ( 新
あたら

しい )」を

表
あらわ

しています。

Ｎ４とＮ５では、主
おも

に教
きょう

室
しつ

内
ない

で学
まな

ぶ基
き

本
ほん

的
てき

な日
に

本
ほん

語
ご

がどのぐらい理
り

解
かい

できるかを測
はか

ります。Ｎ１とＮ２で

は、社
しゃ

会
かい

の幅
はば

広
ひろ

い場
ば

面
めん

で使
し

用
よう

される日
に

本
ほん

語
ご

がどのぐら

い理
り

解
かい

できるかを測
はか

ります。そして、新
あたら

しく設
もう

けるＮ

３は、「日
にち

常
じょう

的
てき

な場
ば

面
めん

で使
つか

われる日
に

本
ほん

語
ご

をある程
てい

度
ど

理
り

解
かい

することができる」レベルにあたります。「幅
はば

広
ひろ

い場
ば

面
めん

での日
に

本
ほん

語
ご

」の理
り

解
かい

を測
はか

るＮ１、Ｎ２と、教
きょう

室
しつ

内
ない

で学
まな

ぶ「基
き

本
ほん

的
てき

な日
に

本
ほん

語
ご

」の理
り

解
かい

を測
はか

るＮ４、Ｎ５の、「橋
はし

渡
わた

し」のレベルという位
い

置
ち

づけです。

現
げん

行
こう

試
し

験
けん

の級
きゅう

と、新
しん

試
し

験
けん

のレベルの対
たい

応
おう

は次
つぎ

のよう

になります。

Ｎ１
現
げん

行
こう

試
し

験
けん

の１級
きゅう

よりやや高
たか

めのレベルまで測
はか

れるように

なります。

合
ごう

格
かく

ラインは現
げん

行
こう

試
し

験
けん

の１級
きゅう

とほぼ同
おな

じです。

Ｎ２ 現
げん

行
こう

試
し

験
けん

の２級
きゅう

とほぼ同
おな

じレベルです。

Ｎ３ 現
げん

行
こう

試
し

験
けん

の２級
きゅう

と３級
きゅう

の間
あいだ

のレベルです。( 新
しん

設
せつ

)

Ｎ４ 現
げん

行
こう

試
し

験
けん

の３級
きゅう

とほぼ同
おな

じレベルです。

Ｎ５ 現
げん

行
こう

試
し

験
けん

の４級
きゅう

とほぼ同
おな

じレベルです。

また、各
かく

レベルの認
にん

定
てい

の目
め

安
やす

については、「読
よ

む」

「聞
き

く」という二
ふた

つの言
げん

語
ご

行
こう

動
どう

について、「何
なに

ができるか」

というかたちで表
あらわ

されています。

ในระดับ N4 และ N5 จะเปนขอสอบวัดวาสามารถเขาใจภาษา

ญี่ปุนขั้นพื้นฐานที่เรียนมาในหองเรียนไดเทาไร สวนระดับ N1 และ 

N2 จะเปนขอสอบวัดวาสามารถเขาใจภาษาญี่ปุนที่ใชในสถานการณ

ตางๆ ในสังคมไดมากนอยเทาไร สําหรับระดับ N3 ซึ่งเพิ่มเขามาใหม

นั้นจะเปนระดับของผูที่ “สามารถเขาใจภาษาญี่ปุนที่ใชในชีวิตประจํา

วันไดในระดับหนึ่ง” ซึ่งเปนระดับที่เปรียบเหมือนเปน “สะพานเชื่อม” 

ระหวาง N1 และ N2 ที่วัดความเขาใจ “ภาษาญี่ปุนที่ใชในสถานการณ

ตางๆ ในวงกวาง” กับระดับ N4 และ N5 ที่วัดความเขาใจ “ภาษาญี่ปุน

ขั้นพื้นฐาน”

เมื่อเทียบระดับของขอสอบแบบใหมกับขอสอบปจจุบันจะเปน

ดังนี้

N1

วัดตั้งแตระดับ 1 ของขอสอบปจจุบันถึงระดับที่คอนขางสูง

ขึ้นไปอีก

เกณฑการสอบผานจะเทียบเทากับขอสอบระดับ 1 ในปจจุบัน

N2 ระดับเทียบเทากับขอสอบระดับ 2 ในปจจุบัน

N3 ระดับระหวางขอสอบระดับ 2 และระดับ 3 ในปจจุบัน (ระดับใหม)

N4 ระดับเทียบเทากับขอสอบระดับ 3 ในปจจุบัน

N5 ระดับเทียบเทากับขอสอบระดับ 4 ในปจจุบัน

ในเกณฑมาตรฐานที่กําหนดของแตละระดับ จะแสดงผลทักษะ 2 

ดาน คือ “การอาน” และ “การฟง” วาผูที่สอบผาน “มีความสามารถ

ทําอะไรได”

ระดับ เกณฑมาตรฐานที่กําหนด

N1

สามารถเขาใจภาษาญ่ีปุนท่ีใชในสถานการณตางๆ ในวงกวางได

[การอาน]  - อานบทความ บทวิจารณในหนังสือพิมพท่ีเขียน

             เก่ียวกับหัวเร่ืองตางๆ ในวงกวางหรือขอความท่ี

             เปนแนวตรรกะ มีความซับซอน มีความเปน

             นามธรรมสูง แลวสามารถเขาใจโครงสรางและ

             เน้ือหาได

           - อานเร่ืองท่ีมีหัวขอหลากหลายและมีเน้ือหาลึกซ้ึง

             แลวสามารถเขาใจลําดับเน้ือเร่ืองและรายละเอียด

             ของส่ิงท่ีตองการส่ือในสํานวน

[การฟง]  -  ฟงบทสนทนา ขาว การบรรยายท่ีมีเร่ืองราวใน

             สถานการณตางๆ โดยมีระดับความเร็วในการพูด

             ท่ีเปนธรรมชาติ แลวสามารถเขาใจลําดับเน้ือเร่ือง

             เน้ือหา ความสัมพันธของบุคคลและโครงสราง

             ความเปนมาของเน้ือหาอยางละเอียดและจับ

             ประเด็นได

N2

สามารถเขาใจภาษาญ่ีปุนท่ีใชในสถานการณชีวิตประจําวันได 

และสามารถเขาใจภาษาญ่ีปุนท่ีใชในสถานการณในวงกวางได

ในระดับหน่ึง

レベル 認
にん
定
てい
の目
め
安
やす

N1

幅
はば

広
ひろ

い場
ば

面
めん

で使
つか

われる日
に

本
ほん

語
ご

を理
り

解
かい

することができる

【読
よ

む】 ・幅
はば

広
ひろ

い話
わ

題
だい

について書
か

かれた新
しん

聞
ぶん

の論
ろん

説
せつ

、評
ひょう

論
ろん

など、論
ろん

理
り

的
てき

にやや複
ふく

雑
ざつ

な文
ぶんしょう

章や抽
ちゅうしょう

象度
ど

の高
たか

い

文
ぶん

章
しょう

などを読
よ

んで、文
ぶん

章
しょう

の構
こう

成
せい

や内
ない

容
よう

を理
り

解
かい

す

ることができる。

 ・さまざまな話
わ

題
だい

の、内
ない

容
よう

に深
ふか

みのある読
よ

み物
もの

を

読
よ

んで、話
はなし

の流
なが

れや詳
しょう

細
さい

な表
ひょう

現
げん

意
い

図
と

を理
り

解
かい

する

ことができる。

【聞
き

く】 ・幅
はば

広
ひろ

い場
ば

面
めん

における、自
し

然
ぜん

なスピードの、まと

まりのある会
かい

話
わ

やニュース、講
こう

義
ぎ

を聞
き

いて、話
はなし

の流
なが

れや内
ない

容
よう

、登
とう

場
じょう

人
じん

物
ぶつ

の関
かん

係
けい

や内
ない

容
よう

の論
ろん

理
り

構
こう

成
せい

などを詳
しょう

細
さい

に理
り

解
かい

したり、要
よう

旨
し

を把
は

握
あく

する

ことができる。

N2

日
にちじょうてき

常的な場
ば

面
めん

で使
つか

われる日
に

本
ほん

語
ご

の理
り

解
かい

に加
くわ

え、より幅
はば

広
ひろ

い場
ば

面
めん

で使
つか

われる日
に

本
ほん

語
ご

をある程
てい

度
ど

理
り

解
かい

することがで

きる
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レベル 認
にん
定
てい
の目
め
安
やす

N2

【読
よ

む】 ・幅
はば

広
ひろ

い話
わ

題
だい

について書
か

かれた新
しん

聞
ぶん

や雑
ざっ

誌
し

の記
き

事
じ

・解
かい

説
せつ

、平
へい

易
い

な評
ひょう

論
ろん

など、論
ろん

旨
し

が明
めい

快
かい

な文
ぶん

章
しょう

を読
よ

んで文
ぶん

章
しょう

の内
ない

容
よう

を理
り

解
かい

することができる。

 ・一
いっ

般
ぱん

的
てき

な話
わ

題
だい

に関
かん

する読
よ

み物
もの

を読
よ

んで、話
はなし

の流
なが

れや表
ひょう

現
げん

意
い

図
と

を理
り

解
かい

することができる。

【聞
き

く】 ・日
にちじょうてき

常的な場
ば

面
めん

に加
くわ

えて幅
はば

広
ひろ

い場
ば

面
めん

で、自
し

然
ぜん

に近
ちか

いスピードの、まとまりのある会
かい

話
わ

やニュース

を聞
き

いて、話
はなし

の流
なが

れや内
ない

容
よう

、登
とうじょう

場人
じん

物
ぶつ

の関
かん

係
けい

を

理
り

解
かい

したり、要
よう

旨
し

を把
は

握
あく

したりすることができ

る。

N3

日
にちじょうてき

常的な場
ば

面
めん

で使
つか

われる日
に

本
ほん

語
ご

をある程
てい

度
ど

理
り

解
かい

すること

ができる

【読
よ

む】 ・日
にちじょうてき

常的な話
わ

題
だい

について書
か

かれた具
ぐ

体
たい

的
てき

な内
ない

容
よう

を

表
あらわ

す文
ぶん

章
しょう

を、読
よ

んで理
り

解
かい

することができる。

 ・新
しん

聞
ぶん

の見
み

出
だ

しなどから情
じょう

報
ほう

の概
がい

要
よう

をつかむこと

ができる。

 ・日
にちじょうてき

常的な場
ば

面
めん

で目
め

に触
ふ

れる範
はん

囲
い

の難
なん

易
い

度
ど

がやや

高
たか

い文
ぶん

章
しょう

は、言
い

い換
か

え表
ひょう

現
げん

が与
あた

えられれば、要
よう

旨
し

を理
り

解
かい

することができる。

【聞
き

く】 ・日
にちじょうてき

常的な場
ば

面
めん

で、やや自
し

然
ぜん

に近
ちか

いスピードのま

とまりのある会
かい

話
わ

を聞
き

いて、話
はなし

の具
ぐ

体
たい

的
てき

な内
ない

容
よう

を登
とうじょう

場人
じん

物
ぶつ

の関
かん

係
けい

などとあわせてほぼ理
り

解
かい

でき

る。

N4

基
き

本
ほん

的
てき

な日
に

本
ほん

語
ご

を理
り

解
かい

することができる

【読
よ

む】 ・基
き

本
ほん

的
てき

な語
ご

彙
い

や漢
かん

字
じ

で書
か

かれた日
にちじょう

常生
せい

活
かつ

の中
なか

で

も身
み

近
ぢか

な話
わ

題
だい

の文
ぶん

章
しょう

を、読
よ

んで理
り

解
かい

することが

できる。

【聞
き

く】 ・日
にちじょうてき

常的な場
ば

面
めん

で、ややゆっくりと話
はな

される会
かい

話
わ

であれば、内
ない

容
よう

がほぼ理
りか い

解できる。

N5

基
き

本
ほん

的
てき

な日
に

本
ほん

語
ご

をある程
てい

度
ど

理
り

解
かい

することができる

【読
よ

む】 ・ひらがなやカタカナ、日
にちじょう

常生
せい

活
かつ

で用
もち

いられる基
き

本
ほん

的
てき

な漢
かん

字
じ

で書
か

かれた定
てい

型
けい

的
てき

な語
ご

句
く

や文
ぶん

、文
ぶん

章
しょう

を読
よ

んで理
り

解
かい

することができる。

【聞
き

く】 ・教
きょう

室
しつ

や、身
み

の回
まわ

りなど、日
にちじょう

常生
せい

活
かつ

の中
なか

でもよく

出
で

会
あ

う場
ば

面
めん

で、ゆっくり話
はな

される短
みじか

い会
かい

話
わ

であ

れば、必
ひつ

要
よう

な情
じょう

報
ほう

を聞
き

き取
と

ることができる。

(3) 「得
とく
点
てん
等
とう
化
か
」を行

おこな
います

試
し

験
けん

問
もん

題
だい

は毎
まい

回
かい

異
こと

なるものが出
しゅつ

題
だい

されるため、試
し

験
けん

問
もん

題
だい

をどんなに慎
しん

重
ちょう

に作
さく

成
せい

しても、試
し

験
けん

の難
なん

易
い

度
ど

は毎
まい

回
かい

変
へん

化
か

します。試
し

験
けん

の得
とく

点
てん

も、難
なん

易
い

度
ど

の影
えい

響
きょう

を受
う

けて

しまいます。

そこで、新
しん

試
し

験
けん

では、テスト理
り

論
ろん

の「等
とう

化
か

」という

ระดับ เกณฑมาตรฐานที่กําหนด

N2

[การอาน] - อานบทความที่มีประเด็นชัดเจนอยางเชน

            บทความในหนังสือพิมพหรือนิตยสารที่เขียน

            เก่ียวกับหัวเร่ืองตางๆ ในวงกวาง หรือคําอธิบาย

            หรือบทวิจารณงายๆ แลวสามารถเขาใจเน้ือหา

            ของบทความได

- อานเร่ืองท่ีมีหัวขอท่ัวๆ ไป แลวสามารถเขาใจ

             ลําดับเน้ือเร่ืองและส่ิงท่ีตองการส่ือในสํานวน

[การฟง]    - ฟงบทสนทนา ขาว ท่ีมีเร่ืองราวในสถานการณ

            ตางๆ รวมท้ังสถานการณท่ีใชในชีวิตประจําวัน

            โดยมีระดับความเร็วในการพูดท่ีเปนธรรมชาติ 

            แลวสามารถเขาใจลําดับเนื้อเรื่อง เนื้อหา

            ความสัมพันธของบุคคลและจับประเดน็ได

N3

สามารถเขาใจภาษาญี่ปุนที่ใชในชีวิตประจําวันไดในระดับ 

หนึ่ง

[การอาน] - อานบทความท่ีมีเน้ือหาเปนรูปธรรมท่ีเปนหัวเร่ือง

            เกี่ยวกับชีวิตประจําวัน แลวสามารถเขาใจได

          - สามารถจับใจความคราวๆ ของขอมูลท่ีมาจาก

            หัวขอขาว เปนตน

          - หากใหขอความที่ใชสํานวนอีกแบบหนึ่ง จะ

            สามารถเขาใจใจความสาํคัญของขอความที่

            พบเห็นในชีวิตประจําวันท่ีคอนขางมีความยากได

[การฟง]  - ฟงบทสนทนาที่เปนเรื่องราวในชีวิตประจําวัน

            โดยมีระดับความเร็วในการพูดที่ใกลเคียงกับ

            ระดับธรรมชาติ แลวสามารถพอจะเขาใจเน้ือหา

            รวมทั้งความสัมพันธของบุคคลได

N4

สามารถเขาใจภาษาญี่ปุนขั้นพื้นฐานได

[การอาน] - อานเรื่องที่ใกลตัวในชีวิตประจําวันที่เขียน

            ดวยคาํศัพทและคันจิขั้นพื้นฐานแลวเขาใจ

[การฟง]  - ฟงบทสนทนาในชีวิตประจําวันท่ีพูดอยางชาๆ

            แลวพอจะเขาใจ

N5

สามารถเขาใจภาษาญี่ปุนขั้นพื้นฐานไดในระดับหนึ่ง

[การอาน] - อานวลี ประโยคหรือขอความที่เขียนดวย

            ฮิระงะนะ คะตะคะนะและคันจิขั้นพื้นฐาน

            ใชในชีวิตประจําวัน  แลวเขาใจ

[การฟง]  - ฟงบทสนทนาส้ันๆ ท่ีพูดอยางชาๆ ในสถานการณ

            ที่มักพบเห็นในชีวิตประจําวันอยางเชน

            ในหองเรียนหรือสถานการณใกลตัว แลว

            พอจะจับขอมูลที่สําคัญได

(3) การปรับเทียบคะแนนการสอบ
เนือ่งจากขอสอบทีอ่อกมาทกุคร้ังจะไมเหมอืนกนั ความยากงาย 

ของขอสอบกจ็ะแปรผนัไปทกุครัง้ ไมวาจะระมดัระวงัในการออกขอสอบ 

อยางไรก็ตาม คะแนนที่ไดก็จะผกผันไปตามความยากงายของ

ขอสอบ

ดังนั้น ขอสอบแบบใหมจะใช “การปรับเทียบคะแนนการสอบ” 
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方
ほうほう

法によって、常
つね

に共
きょう

通
つう

の尺
しゃく

度
ど

上
じょう

の得
とく

点
てん

で試
し

験
けん

結
けっ

果
か

を

表
あらわ

すようにします。

これによって、試
し

験
けん

の得
とく

点
てん

が難
なん

易
い

度
ど

の影
えい

響
きょう

を受
う

けな

くなるので、合
ごう

否
ひ

判
はん

定
てい

の基
き

準
じゅん

が一
いっ

定
てい

し、 公
こう

平
へい

さが保
たも

た

れます。また、尺
しゃく

度
ど

が共
きょう

通
つう

なので、異
こと

なる回
かい

の試
し

験
けん

の

得
とく

点
てん

を比
ひ

較
かく

することができます。さらに、試
し

験
けん

の得
とく

点
てん

が比
ひ

較
かく

できることで、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

本
ほん

人
にん

が自
じ

分
ぶん

の能
のう

力
りょく

の伸
の

び

を確
かく

認
にん

したり、次
つぎ

の学
がく

習
しゅう

目
もく

標
ひょう

を設
せっ

定
てい

することもできま

す。

(4) 『日
に

本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

試
し

験
けん

Can-doリスト』(仮
か
称
しょう
)を公

こう
開
かい

します
試
し

験
けん

の得
とく

点
てん

や合
ごう

否
ひ

判
はん

定
てい

だけでは、日
に

本
ほん

語
ご

を使
つか

って具
ぐ

体
たい

的
てき

に何
なに

ができるのかがわかりません。そこで、新
しん

試
し

験
けん

では、各
かく

レベルの合
ごう

格
かく

者
しゃ

が、日
に

本
ほん

語
ご

を使
し

用
よう

して実
じっ

際
さい

にどのようなことができると「考
かんが

えているか」を、「日
に

本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

試
し

験
けん

Can-doリスト」(仮
か

称
しょう

)として公
こう

開
かい

します。

このリストを見
み

ることで、合
ごう

格
かく

者
しゃ

本
ほん

人
にん

やまわりの人
ひとびと

々

が、このレベルの合
ごう

格
かく

者
しゃ

は日
に

本
ほん

語
ご

を使
つか

って何
なに

ができそ

うかを推
すい

測
そく

することができます。

リストは現
げん

在
ざい

作
さく

成
せい

中
ちゅう

ですが、具
ぐ

体
たい

的
てき

な記
き

述
じゅつ

例
れい

として

一
いち

部
ぶ

を紹
しょう

介
かい

します。

 聞
き

く 学
がっ

校
こう

や職
しょく

場
ば

、公
こう

共
きょう

の場
ば

所
しょ

でのアナウンスを聞
き

いて、大
おお

ま

かな内
ない

容
よう

が理
り

解
かい

できる。

話
はな

す アルバイトや仕
し

事
ごと

の面
めん

接
せつ

などで、希
き

望
ぼう

や経
けい

験
けん

を詳
くわ

しく述
の

べることができる。

読
よ

む 関
かん

心
しん

のある話
わ

題
だい

に関
かん

する新
しん

聞
ぶん

や雑
ざっ

誌
し

の記
き

事
じ

を読
よ

んで、 内
ない

容
よう

が理
り

解
かい

できる。

書
か

く 感
かん

謝
しゃ

や謝
しゃ

罪
ざい

、感
かん

情
じょう

を伝
つた

える手
て

紙
がみ

やメールが書
か

ける。

リスト公
こう

開
かい

時
じ

には、上
うえ

のような言
げん

語
ご

行
こう

動
どう

と新
しん

試
し

験
けん

の

レベルを対
たい

応
おう

づけたかたちで公
こう

開
かい

します。「日
に

本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

試
し

験
けん

Can-do リスト」（仮
か

称
しょう

）は、2010 年
ねん

度
ど

中
ちゅう

に公
こう

開
かい

する予
よ

定
てい

です。

《新
あたら
しい問

もん
題
だい
形
けい
式
しき
》

新
しん

試
し

験
けん

では、課
か

題
だい

遂
すい

行
こう

のための言
げん

語
ご

コミュニケーシ

ョン能
のう

力
りょく

を測
はか

るという目
もく

的
てき

のため、問
もんだいけ い し き

題形式にもさま

ざまな変
へん

更
こう

が加
くわ

えられました。ここでは、運
うん

用
よう

能
のう

力
りょく

を

測
はか

る読
どっ

解
かい

と聴
ちょう

解
かい

について、新
しん

試
し

験
けん

で新
あたら

しく加
くわ

わった問
もん

題
だい

形
けい

式
しき

について簡
かん

単
たん

に紹
しょう

介
かい

します。

ของทฤษฎีการวัดและประเมินผลในการแสดงผลการสอบ โดยคะแนน

ที่ไดจะเปนมาตรฐานการวัดที่ออกมาเหมือนกันทุกครั้ง

จากการที่คะแนนสอบไมผกผันไปตามความยากงายของขอสอบ 

จะทําใหเกณฑการตัดสินในการสอบผานหรือไมผานมีมาตรฐานและ

ยุติธรรม นอกจากนี้มาตรฐานการวัดจะเหมือนเดิมทุกครั้ง จึงสามารถ

เปรียบเทียบคะแนนกับขอสอบครั้งอื่นๆ ได และการที่เปรียบเทียบ

กับคะแนนสอบครั้งอื่นๆ ได ทําใหผูเรียนทราบถึงความสามารถของ

ตนเองวาพัฒนาไปมากนอยแคไหน และยังสามารถกําหนดเปาหมาย

การเรียนรูในระดับตอไปไดอีกดวย

(4) การเผยแพร “Can-do List ของขอสอบวัดระดับภาษาญ่ีปุน”  
 (ชื่ออยางไมเปนทางการ)

เพียงคะแนนสอบและเกณฑการตัดสินวาสอบผานหรือไมนั้น ไม

ทําใหทราบไดวาผูสอบนั้นสามารถใชภาษาญี่ปุนในเรื่องใดไดบาง ดัง

นั้น ในการสอบแบบใหมจะมีการเผยแพร “Can-do List ของขอสอบ

วัดระดับภาษาญี่ปุ น” (ชื่ออยางไมเปนทางการ) วาผูที่สอบผานใน

แตละระดับสามารถใชภาษาญี่ปุนทําอะไรไดบาง

จากการดู List นี้ ผูที่สอบผานและบุคคลรอบขางจะสามารถ

ประมาณไดวาผูที่สอบผานในระดับนี้สามารถใชภาษาญี่ปุนทําอะไรได

บาง

List นี้กําลังอยูในระหวางการจัดทํา ในที่นี้จะขอแนะนําสวนหนึ่ง

ที่เปนตัวอยางการระบุความสามารถใหเห็นอยางเปนรูปธรรม

การฟง
ฟงการประกาศในโรงเรียน ในที่ทํางาน ในสถานที่

สาธารณะ แลวเขาใจเนื้อหาคราวๆ ได

การพูด
สามารถบอกความประสงคและประสบการณในตอน 

สัมภาษณงานพิเศษหรืองานไดอยางละเอียด

การอาน
อานบทความในหนังสือพิมพหรือนิตยสารเกี่ยวกับ

หัวขอที่สนใจ แลวสามารถเขาใจเนื้อหาได

การ

เขียน
สามารถเขียนจดหมายหรืออีเมลเพื่อแสดงความรูสึก 

ขอบคุณหรือขอโทษได

ในการเผยแพร List จะระบุระดับขอสอบแบบใหมพรอมกับ

ทักษะภาษาดังขางตนดวย ซึ่งมีกําหนดการที่จะเผยแพรภายใน

ปงบประมาณ 2553

รูปแบบขอสอบใหม

เน่ืองจากขอสอบแบบใหมมีวัตถุประสงคในการวัดความสามารถ

ในการสื่อสารเพื่อใหภารกิจสําเร็จลุลวง จึงมีการปรับเปลี่ยนเพิ่มเติม

รูปแบบตางๆ ในขอสอบ ในที่นี้จะขอแนะนํารูปแบบที่มีการเพิ่มเติม

เขาไปใหม  ซึ่งเปนการวัดทักษะการใชภาษาดานการอานและการฟง
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■読
どっ
解
かい

読
どっ

解
かい

の目
もく

標
ひょう

は、テキストから何
なん

らかの情
じょう

報
ほう

を得
え

るこ

とです。新
しん

試
し

験
けん

の「読
どっ

解
かい

」では、「どのようなテキスト

から」「どのように情
じょう

報
ほう

を得
え

るか」の二
ふた

つの観
かん

点
てん

から課
か

題
だい

を設
せっ

定
てい

します。

まず「どのようなテキストから」については、受
じゅ

験
けん

者
しゃ

を取
と

り巻
ま

く環
かん

境
きょう

を考
こう

慮
りょ

した上
うえ

で、次
つぎ

のような多
た

様
よう

な

テキストを扱
あつか

います。

テキストの

話
わ

題
だい

・内
ない

容
よう

学
がく

習
しゅう

に関
かん

するもの、生
せい

活
かつ

の中
なか

で目
め

に触
ふ

れる実
じつ

用
よう

的
てき

な

もの、仕
し

事
ごと

に関
かん

するものなど

テキストの

種
しゅ

類
るい

説
せつ

明
めい

文
ぶん

、意
い

見
けん

文
ぶん

、評
ひょう

論
ろん

、エッセイなど

生
せい

活
かつ

場
ば

面
めん

で目
め

にする連
れん

絡
らく

や案
あん

内
ない

、仕
し

事
ごと

で使
つか

われる文
ぶん

書
しょ

など

テキストの

形
けい

式
しき 一

いっぱん

般的
てき

な文
ぶん

章
しょう

形
けい

式
しき

、箇
か

条
じょう

書
が

きや表
ひょう

など

次
つぎ

に「どのように情
じょう

報
ほう

を得
え

るか」ですが、テキスト

の読
よ

み方
かた

には次
つぎ

の四
よっ

つのタイプがあります。

テキストの全
ぜん
体
たい

テキストの一
いち
部
ぶ

迅
じん

速
そく

に Ａ．全
ぜん

体
たい

を迅
じん

速
そく

に読
よ

む Ｂ．一
いち

部
ぶ

を迅
じん

速
そく

に読
よ

む

注
ちゅういぶか

意深く Ｃ．全
ぜん

体
たい

を注
ちゅう

意
い

深
ぶか

く読
よ

む Ｄ．一
いち

部
ぶ

を注
ちゅう

意
い

深
ぶか

く読
よ

む

これらの観
かん

点
てん

を整
せい

理
り

して問
もん

題
だい

構
こう

成
せい

を検
けん

討
とう

した結
けっ

果
か

、

「統
とう

合
ごう

理
り

解
かい

」と「情
じょう

報
ほう

検
けん

索
さく

」という二
ふた

つの問
もん

題
だい

形
けい

式
しき

が新
あたら

しく加
くわ

わりました。

「統
とう

合
ごう

理
り

解
かい

」は、関
かん

連
れん

がある複
ふく

数
すう

のテキストを比
ひ

較
かく

し

たり統
とう

合
ごう

したりする問
もん

題
だい

です。たとえば、同
おな

じ話
わ

題
だい

に

ついて違
ちが

う立
たち

場
ば

から書
か

かれた二
ふた

つのテキストを読
よ

んで、

共
きょう

通
つう

点
てん

や相
そう

違
い

点
てん

を理
り

解
かい

するような問
もん

題
だい

です。「どのよう

なテキストから」という観
かん

点
てん

ではさまざまなものが考
かんが

えられますが、「どのように情
じょう

報
ほう

を得
え

るか」という観
かん

点
てん

では「Ａ．全
ぜん

体
たい

を迅
じん

速
そく

に読
よ

む」「Ｄ．一
いち

部
ぶ

を注
ちゅう

意
い

深
ぶか

く読
よ

む」

に該
がい

当
とう

します。

「情
じょう

報
ほう

検
けん

索
さく

」は、テキストの中
なか

から、目
もく

的
てき

などに合
あ

わ

せて必
ひつ

要
よう

な情
じょう

報
ほう

を探
さが

し出
だ

す問
もん

題
だい

です。たとえば、アル

バイトの募
ぼ

集
しゅう

広
こう

告
こく

に対
たい

して、全
ぜん

体
たい

をざっと見
み

て募
ぼ

集
しゅう

条
じょう

件
けん

などの必
ひつ

要
よう

な情
じょう

報
ほう

を探
さが

し出
だ

したり、自
じ

分
ぶん

の都
つ

合
ごう

など

に関
かん

係
けい

がある部
ぶ

分
ぶん

を突
つ

き止
と

めて、自
じ

分
ぶん

の条
じょう

件
けん

と比
くら

べた

りするような問
もん

題
だい

です。「どのようなテキストから」と

いう観
かん

点
てん

では、「生
せい

活
かつ

場
ば

面
めん

で目
め

にする連
れん

絡
らく

や案
あん

内
ない

」や、

■ การอาน
จุดประสงคของการอานคือการรับขอมูลบางอยางจากบทอาน 

สําหรับ “การอาน” ในขอสอบแบบใหมจะตั้งโจทยโดยอาศัยหลักการ 2 

ประการ คือ “ประเภทของบทอาน” และ “วิธีการอาน”

อันดับแรก “ประเภทของบทอาน” จะใชบทอานที่มีรูปแบบหลาก

หลายโดยคํานึงถึงสิ่งแวดลอมที่อยูรอบตัวผูสอบ ดังนี้

หัวเรื่อง

และเนื้อหา

ของบทอาน

สิ่งที่เกี่ยวของกับการเรียน สิ่งที่ใชจริงที่พบเห็นใน

ชีวิตประจําวัน สิ่งที่เกี่ยวของกับงาน เปนตน

ชนิดของ

บทอาน

ขอความอธิบาย ขอความแสดงความคิดเห็น 

บทวิจารณ ความเรียง ขอความประชาสัมพันธ

ที่พบเห็นในชีวิตประจําวัน เอกสารที่ใชในงาน

รูปแบบของ

บทอาน

รูปแบบบทความทั่วไป การเขียนเปนหัวขอ ตาราง

และกราฟ

ลําดับตอไปจะขอกลาวถึง “วิธีการอาน” ซึ่งมีอยู 4 แบบ ดังนี้

บทอานทั้งหมด บทอานบางสวน

อานแบบเร็ว
A. อานทั้งหมด

   อยางรวดเร็ว

B. อานบางสวน

   อยางรวดเร็ว

อานแบบละเอียด
C. อานทั้งหมด

   อยางละเอียด

D. อานบางสวน

   อยางละเอียด

ผลจากการที่นําหลักการเหลานี้มาพิจารณาโครงสรางขอสอบ 

ทําใหมีรูปแบบเพิ่มเติมขึ้นมาใหม 2 แบบคือ โจทยที่วัด “ความเขาใจ

แบบบูรณาการ” กับโจทยที่ให “คนหาขอมูล”

“ความเขาใจแบบบูรณาการ” เปนโจทยที่ใหเปรียบเทียบบทอาน

ทีม่คีวามสมัพนัธกนัหลายๆ บทและบูรณาการใหเปนหน่ึงเดยีว เชน 

ขอสอบประเภทที่ใหอานบทอาน 2 บทที่เขียนเรื่องเดียวกันจากจุดยืน  

ทีแ่ตกตาง แลวทาํความเขาใจจดุทีเ่หมือนและแตกตางกนัโดย “ประเภท

บทอาน” จะมีบทอานหลายๆ รูปแบบ สวน “วิธีการอาน” ก็จะตรงกับ 

“A.อานทั้งหมดอยางรวดเร็ว” และ “D.อานบางสวนอยางละเอียด”

“การคนหาขอมลู” เปนโจทยที่ใหหาขอมลูทีจ่าํเปนตามวตัถุประสงค 

เชน การดูประกาศรับสมัครงานพิเศษ ผูอานจะกวาดสายตาดู

ทั้งหมดเพื่อหาขอมูลที่จําเปน เชน เงื่อนไขในการสมัคร จากนั้น

จะหาขอมูลที่เขากับเงื่อนไขของตน โดย “ประเภทบทอาน” จะเปน

รูปแบบ “ขอความประชาสัมพันธที่พบเห็นในชีวิตประจําวัน” และ 

“ขอความที่เปนหัวขอหรือตาราง” สวน “วิธีการอาน” จะตรงกับ 

“A.อานทั้งหมดอยางรวดเร็ว” และ ”B.อานบางสวนอยางรวดเร็ว”
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「箇
か

条
じょう

書
が

きや表
ひょう

」などの形
けい

式
しき

が考
かんが

えられます。「どのよ

うに情
じょう

報
ほう

を得
え

るか」という観
かん

点
てん

では、「Ａ．全
ぜん

体
たい

を迅
じん

速
そく

に読
よ

む」「Ｂ．一
いち

部
ぶ

を迅
じん

速
そく

に読
よ

む」に該
がい

当
とう

します。

■聴
ちょうかい
解

聴
ちょう

解
かい

とは、聞
き

き手
て

が話
はな

し手
て

の発
はつ

話
わ

を聞
き

き、課
か

題
だい

や目
もく

的
てき

に応
おう

じて、言
げん

語
ご

知
ち

識
しき

や 話
わ

題
だい

に関
かん

する知
ち

識
しき

とそれらを

利
り

用
よう

する能
のう

力
りょく

を合
あ

わせて使
し

用
よう

しながら、情
じょう

報
ほう

を処
しょ

理
り

し、

理
り

解
かい

していく過
か

程
てい

です。現
げん

実
じつ

のコミュニケーションで

は、聞
き

き手
て

は、一
いっ

方
ぽう

的
てき

に情
じょう

報
ほう

を受
う

け取
と

るだけの受
うけ

身
み

的
てき

な存
そん

在
ざい

ではありません。聞
き

き手
て

の役
やく

割
わり

は、状
じょう

況
きょう

によっ

て様
さま

々
ざま

に異
こと

なります。例
たと

えば、ラジオやアナウンスを

聞
き

く状
じょう

況
きょう

では、聞
き

き手
て

は話
はな

し手
て

の発
はつ

話
わ

の内
ない

容
よう

を理
り

解
かい

す

るだけですが、対
たい

面
めん

で会
かい

話
わ

している状
じょう

況
きょう

では、聞
き

き手
て

にもあいづち、応
おう

答
とう

、話
はな

す順
じゅん

番
ばん

の交
こう

替
たい

などが求
もと

められ

ます。新
しん

試
し

験
けん

では、発
はつ

話
わ

の内
ない

容
よう

を理
り

解
かい

するだけでなく、

応
おう

答
とう

が求
もと

められる聞
き

き手
て

の役
やく

割
わり

を設
せっ

定
てい

した問
もん

題
だい

として、

「即
そく

時
じ

応
おう

答
とう

」と「発
はつ

話
わ

表
ひょう

現
げん

」という二
ふた

つの問
もん

題
だい

形
けい

式
しき

が

新
あたら

しく加
くわ

わりました。

「即
そく

時
じ

応
おう

答
とう

」は、相
あい

手
て

の発
はつ

話
わ

にどのように応
おう

答
とう

するの

がふさわしいかを即
そく

時
じ

に判
はん

断
だん

できるかどうかを問
と

う問
もん

題
だい

です。短
みじか

い発
はつ

話
わ

と、それに対
たい

する応
おう

答
とう

の選
せん

択
たく

枝
し

が音
おん

声
せい

で示
しめ

されて、相
あい

手
て

の発
はつ

話
わ

への応
おう

答
とう

としてふさわしい

ものを選
せん

択
たく

します。

「発
はつ

話
わ

表
ひょう

現
げん

」は、場
ば

面
めん

や状
じょう

況
きょう

にふさわしい発
はつ

話
わ

を即
そく

 

時
じ

に判
はん

断
だん

できるかどうかを問
と

う問
もん

題
だい

です。挨
あい

拶
さつ

・依
い

頼
らい

・許
きょ

可
か

求
もと

めなどのよく使
つか

われる表
ひょう

現
げん

を主
おも

に扱
あつか

ってい

ます。場
ば

面
めん

や状
じょう

況
きょう

は、音
おん

声
せい

による状
じょう

況
きょう

説
せつ

明
めい

とイラスト

で示
しめ

されます。この問
もん

題
だい

は聴
ちょう

解
かい

の他
ほか

の問
もん

題
だい

とは異
こと

なり、

話
はな

し手
て

の発
はつ

話
わ

を選
せん

択
たく

する形
けい

式
しき

となっています。実
じっ

際
さい

の

コミュニケーションでは、発
はつ

話
わ

が場
ば

面
めん

や状
じょう

況
きょう

に合
あ

って

いるかどうか判
はん

断
だん

することも必
ひつ

要
よう

な力
ちから

だと考
かんが

えられま

すので、新
しん

試
し

験
けん

では、適
てき

切
せつ

な発
はつ

話
わ

を選
せん

択
たく

枝
し

から選
えら

ぶと

いう問
もん

題
だい

形
けい

式
しき

を聴
ちょう

解
かい

問
もん

題
だい

として設
もう

けました。

《今
こん
後
ご
の予
よ
定
てい
》

『新
あたら

しい「日
に

本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

試
し

験
けん

」ガイドブック』はすで

に公
こう

開
かい

されましたが、今
こん

後
ご

、英
えい

語
ご

版
ばん

も作
さく

成
せい

する予
よ

定
てい

です。

試
し

験
けん

の実
じっ

施
し

については、今
こ と し

年 12 月
がつ

に現
げん

行
こう

試
し

験
けん

とし

ては最
さい

後
ご

の日
に

本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

試
し

験
けん

が実
じっ

施
し

され、来
らい

年
ねん

７月
がつ

に

第
だい

１回
かい

の新
しん

試
し

験
けん

が実
じっ

施
し

されます。来
らい

年
ねん

７月
がつ

の第
だい

１回
かい

新
しん

試
し

験
けん

は、Ｎ１からＮ３までの３レベルのみ実
じっ

施
し

されま

す。 来
らい

年
ねん

12 月
がつ

の第
だい

２回
かい

試
し

験
けん

からは、Ｎ１からＮ５ま

■ การฟง
การฟงคือกระบวนการท่ีฟงคูสนทนาคุยและทําความเขาใจกับ

ขอมูลท่ีไดมาโดยใชความรูทางดานภาษาและความรูเก่ียวกับหัวเรื่อง

ที่สนทนา รวมท้ังการใชทักษะการฟงเพื่อใหไดตามจุดประสงคที่

ตองการ ในการสื่อสารจริง ผูฟงไมไดเปนผูรับขอมูลขาวสารเพียงฝาย

เดียว บทบาทของผูฟงนั้นจะแตกตางกันตามสถานการณ เชน หาก

เปนการฟงวิทยุหรือฟงประกาศ ผูฟงจะฟงทําความเขาใจในเนื้อหา

ที่ผูพูดพูดมาเทานั้น แตถาเปนการสนทนากัน ผูฟงจะมีปฏิกิริยา

ทาทาง การโตตอบและมีการเปลี่ยนบทบาทมาเปนผูพูด ในขอสอบ

แบบใหม จะไมใชแคตองทําความเขาใจในเน้ือหาที่มีการพูดเทาน้ัน 

ยังมีขอสอบที่กําหนดบทบาทของผูฟงใหมีการโตตอบดวย โดยเพิ่ม

รูปแบบใหมเขามา 2 แบบคือ “การตอบอยางฉับพลัน” กับ “สํานวน

การพูดคุย”

“การตอบอยางฉับพลัน” เปนขอสอบที่วัดวาผูสอบสามารถบอก

ไดอยางรวดเร็วไดหรือไมวาจะตอบส่ิงท่ีอีกฝายกลาวมาใหเหมาะสม

ไดอยางไร ซึ่งจะเปนบทสนทนาสั้นๆ และจะมตีัวเลือกที่เปนคําตอบ

แบบใหฟงเสียง ผูสอบจะตองเลือกคําตอบที่เหมาะสม

“สํานวนการพูดคุย” เปนขอสอบวัดวาผูสอบสามารถบอกไดอยาง

รวดเร็วหรือไมวาสํานวนคําพูดใดท่ีเหมาะสมหรือเขากับสถานการณ

นั้น โดยเนนสํานวนที่ใชบอยๆ ในการทักทาย การขอรอง การขอ

อนุญาต ซึ่งจะนําเสนอสถานการณโดยใชเสียงในการอธิบายและ 

ใชภาพประกอบ ขอสอบนี้จะแตกตางจากขอสอบฟงอื่นๆ ตรงที่เปน

รูปแบบใหเลือกบทพูดของผูพูด ในการสนทนาจริง ผูพูดจําเปนตองมี 

ความสามารถที่จะแยกแยะไดวาบทพูดน้ันเขากับสถานการณไดหรือ

ไม ในขอสอบแบบใหมจึงมีรูปแบบขอสอบการฟงที่เปนโจทยใหเลือก

บทพูดที่เหมาะสม

กําหนดการตอจากนี้
“คูมือขอสอบวัดระดับภาษาญี่ปุนแบบใหม” ภาษาญี่ปุนไดมีการ

เผยแพรเรียบรอยแลว ตอจากนี้จะมีกําหนดทําคูมือฉบับภาษาอังกฤษ

สําหรับการจัดสอบนั้น เดือนธันวาคมปนี้จะเปนการจัดสอบวัด

ระดับในรูปแบบปจจุบันเปนครั้งสุดทาย และเดือนกรกฎาคม ปหนา

จะจัดสอบขอสอบแบบใหมครั้งที่ 1 ซึ่งจะจัดสอบ 3 ระดับเทานั้นคือ

ระดับ N1-N3 และการสอบครั้งที่ 2 ซึ่งจัดในเดือนธันวาคม ปหนา จะ

จัดสอบทุกระดับตั้งแตระดับ N1-N5 การจัดสอบขอสอบแบบใหมนี้จะ
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で全
ぜん

レベルが実
じっ

施
し

され、毎
まい

年
とし

７月
がつ

と 12 月
がつ

の２回
かい

実
じっ

施
し

になります。ただし、海
かい

外
がい

では７月
がつ

の試
し

験
けん

を実
じっ

施
し

しな

い国
くに

・地
ち

域
いき

があります。できるだけ多
おお

くの国
くに

・地
ち

域
いき

で

実
じっ

施
し

する予
よ

定
てい

ですが、詳
くわ

しいことは日
に

本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

試
し

験
けん

ホ

ームページをご覧
らん

ください。

คอรสอบรมภาษาญี่ปุนครั้งที่ 37

　国
こくさい

際交
こうりゅう

流基
き き ん

金バンコク日
に ほ ん

本文
ぶ ん か

化セ

ンター (JFBKK) では、2009 年
ねん

4 月
がつ

20 日
にち

( 月
げつ

) か ら 5 月
がつ

1 日
にち

( 金
きん

) ま

での 2 週
しゅうかん

間、第
だい

37 回
かい

日
に ほ ん ご

本語教
きょういく

育

研
けんしゅうかい

修会（通
つうしょう

称「集
しゅうちゅう

中研
けんしゅう

修」）を開
かいさい

催し

ました。前
ぜんはん

半の 5
い

日
つかかん

間は「教
きょうじゅほう

授法コ

ース①」と「日
に ほ ん ご

本語コース」、後
こうはん

半の

5
い

日
つかかん

間は「教
きょうじゅほう

授法コース②」を実
じ っ し

施

しました。

「教
きょうじゅほう

授法コース①」では「授
じゅぎょう

業を生
い

き生
い

きさせるリソ

ースの活
かつようほ う

用法－初
しょきゅう

級授
じゅぎょう

業を中
ちゅうしん

心に－」と題
だい

し、教
きょうかし ょ

科書

授
じゅぎょう

業を活
か っ せ い か

性化するリソース（補
ほ じ ょ

助教
きょうざい

材）とその活
かつよ う

用

方
ほうほう

法の紹
しょうかい

介とともに受
じゅこうし ゃ

講者による模
も ぎ

擬授
じゅぎょう

業を行
おこな

いまし

た。

「日
に ほ ん ご

本語コース」は「学
がっこう

校で使
し よ う

用する日
に ほ ん ご

本語－日
に ほ ん ご

本語

教
きょうし

師の翻
ほんやくりょく

訳力と話
はな

す力
ちから

を高
たか

める－」をテーマに実
じ っ し

施し

ました。高
こうこ う

校で教
おし

えるタイ人
じん

教
きょ う し

師にとって、日
に ほ ん

本の

高
こうこう

校との交
こうりゅう

流プログラムや日
に ほ ん じ ん

本人ゲストが学
がっこう

校を訪
ほうもん

問

する際
さい

に配
は い ふ

布する日
に ほ ん ご

本語パンフレットの準
じゅんび

備、日
に ほ ん ご

本語

による応
おうたい

対等
など

には苦
く

慮
りょ

しているという声
こえ

をよく耳
みみ

にし

ます。そのため、この研
けんしゅう

修では「話
はな

す」「聞
き

く」「読
よ

む」

「書
か

く」の能
のうりょく

力を総
そうご う て き

合的に身
み

につけるとともに、学
がっこう

校

案
あんな い

内のパンフレット、学
がっこ う

校訪
ほう も ん し ゃ

問者歓
かんげ い

迎行
ぎょう じ

事での進
しんこ う

行

のことば、 日
に ほ ん じ ん

本人ボランティア募
ぼしゅう

集案
あんない

内など各
かくがっ こ う

学校で

実
じっさい

際に必
ひつよう

要な日
に ほ ん

本語
ご

を学
がくしゅう

習しました。

「教
きょうじゅほう

授法コース②」には、周
しゅうへん

辺国
こく

のラオス、カンボジ

เจแปนฟาวนเดชั่น กรุงเทพฯ ไดจัด

คอรสอบรมภาษาญี่ปุนครั้งที่ 37 ขึ้นระหวาง

วันจันทรที่ 20 เมษายน ถึงวันศุกรที่ 1 

พฤษภาคม 2552 รวม 2 สัปดาห ในสัปดาห

แรกมี 2 คอรสคือ คอรสวิธีการสอน ① และ

คอรสภาษาญี่ปุน สวนสัปดาหหลังเปนคอรส

วิธีการสอน ② 

คอรสวิธีการสอน ① หัวขอในครั้งนี้คือ 

“วิธีการใชสื่อตางๆ เพื่อสรางสีสันในการเรียนการสอนชั้นตน” วิทยากร

ไดแนะนาํสือ่และวธิกีารใชสือ่ตางๆ เพือ่ใหการเรียนการสอนภาษาญีปุ่น 

สนุกสนานและนาสนใจมากขึ้น และในทายการอบรมมีชั่วโมงสาธิต

การสอนเพื่อใหผูเขาอบรมมีโอกาสแลกเปล่ียนความคิดเห็นซ่ึงกันและ

กันดวย

คอรสภาษาญี่ปุน หัวขอในครั้งนี้คือ “การพัฒนาศักยภาพภาษา

ญี่ปุนเพื่อใชในงานโรงเรียนใหกับครูผูสอน” สําหรับครูชาวไทยที่สอน

ในโรงเรียนมัธยมศึกษาตอนปลายมักจะประสบปญหาเกี่ยวกับ

ภาษาญี่ปุนท่ีใชในการตอนรับผูที่มาเยือนในโครงการแลกเปลี่ยนกับ

โรงเรียนมัธยมศึกษาตอนปลายของญี่ปุ น หรือการจัดทําแผนพับ

ประชาสัมพันธโรงเรียนสําหรับแจกใหกับแขกชาวญ่ีปุ นที่มาเยี่ยม

โรงเรียน เพื่อเปนการแกไขปญหาดังกลาว ในคอรสนี้จึงจัดเนื้อหาเพื่อ

เพิ่มพูนศักยภาพใหครบทั้ง 4 ดานคือ “ฟง พูด อาน เขียน” พรอม

กับไดทดลองคิดและเขียนภาษาญี่ปุนท่ีคิดวาจําเปนตองใชในโรงเรียน 

เชนแผนพับประชาสัมพันธโรงเรียน คําอธิบายรายละเอียดโปรแกรม

งานตอนรบัแขกทีม่าเยอืนโรงเรยีน ใบประกาศรบัอาสาสมคัรชาวญ่ีปุน 

เพื่อมาชวยสอน เปนตน

คอรสวิธีการสอน ② ในคอรสนี้มีอาจารยสอนภาษาญี่ปุนจาก

จัดขึ้นทุกป ปละ 2 ครั้ง ทุกเดือนกรกฎาคมและเดือนธันวาคม อนึ่ง 

ในตางประเทศ บางประเทศหรือบางทองที่จะไมมีการจัดสอบในเดือน

กรกฎาคม อยางไรก็ตามจะพยายามใหมีการจัดสอบในหลายประเทศ

หรือหลายทองที่ สําหรับรายละเอียดโปรดดูเว็บไซตของการสอบวัด

ระดับภาษาญี่ปุน

第
だい

37 回
かい

日
に ほ ん ご

本語教
きょういく

育研
けんしゅうかい

修会　実
じっし

施報
ほうこく

告




